
2023
2023

33

広
報
広
報

お
に
さ
ん
、こ
わ
～
い
！

み
ん
な
が
健
康
で
幸
せ
に
暮
ら
せ
ま
す
よ
う
に
―
―



広報おおだ　Ｒ5（2023）２.16 2

　

毎
日
の
食
卓
を
彩
る
卵
や
牛
乳
。
お
店

に
行
け
ば
、
だ
れ
で
も
い
つ
で
も
買
う
こ

と
が
で
き
、
日
々
の
健
康
の
維
持
や
健
や

か
な
成
長
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
も

の
で
す
。
そ
の
市
内
の
生
産
者
は
、
安
定

供
給
や
雇
用
な
ど
の
面
に
お
い
て
、
地
域

経
済
を
支
え
る
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い

ま
す
。

　

し
か
し
、
牛
乳
や
乳
製
品
な
ど
の
食
品

が
、
ど
こ
で
ど
の
よ
う
に
生
産
さ
れ
て
い

る
の
か
は
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

市
内
に
は
主
に
牛
を
飼
育
し
、
牛
肉
を

生
産
す
る
「
肉
用
牛
」
や
、
牛
乳
や
バ
タ
ー

な
ど
の
乳
製
品
を
つ
く
る
た
め
に
生
乳
を

生
産
す
る
「
乳
用
牛
」、
鶏
を
飼
育
し
、

卵
や
肉
を
生
産
す
る
「
養
鶏
」
の
経
営
体

が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
大
田
市
に
は
乳
用
牛
や
養
鶏
を

中
心
と
し
た
大
規
模
経
営
体
が
あ
り
、
市

の
農
業
生
産
額
の
約
７
割
を
占
め
る
な

ど
、
島
根
県
内
で
も
有
数
の
産
地
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

肉
用
牛
経
営
は
、
子
牛
生
産
を
目
的
と

す
る
「
繁
殖
経
営
」
と
子
牛
を
成
牛
に
育

て
て
出
荷
す
る
「
肥
育
経
営
」
か
ら
な
り

ま
す
。

　

母
牛
（
繁
殖
雌
牛
）
は
年
に
１
回
の
分

娩
が
可
能
で
、
月
齢
15
か
月
ご
ろ
に
種
付

け
さ
れ
て
、
25
か
月
ご
ろ
に
初
回
分
娩
。

　

酪
農
経
営
は
、
主
に
乳
用
牛
を
飼
い
、

飲
用
の
牛
乳
や
乳
製
品
の
基
と
な
る
生
乳

を
生
産
す
る
経
営
を
指
し
ま
す
。

　

乳
用
牛
は
、
子
牛
を
産
ん
で
初
め
て
乳

を
出
し
ま
す
。
肉
用
牛
と
同
じ
く
、
14
か

月
ご
ろ
に
受
精
し
、
最
初
の
妊
娠
を
さ
せ

ま
す
。
そ
し
て
、
妊
娠
か
ら
約
10
か
月
後

平
均
７
回
の
出
産
を
繰
り
返
し
ま
す
。

　

生
ま
れ
た
子
牛
は
、
約
10
か
月
間
、
繁

殖
農
家
で
育
て
ら
れ
、
そ
の
後
、
家
畜
市

場
に
出
荷
さ
れ
、
肥
育
農
家
に
引
き
取
ら

れ
ま
す
。
そ
し
て
、
20
か
月
程
度
育
て
ら

れ
た
後
に
、
食
肉
市
場
に
出
荷
さ
れ
ま
す
。

子
牛
の
出
生
か
ら
起
算
し
て
、
約
５
年
の

歳
月
を
経
て
、
食
卓
に
届
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

市
内
に
は
、
70
軒
以
上
の
肉
用
牛
農
家

が
あ
り
、
３
０
０
０
頭
を
超
え
る
肉
用
牛

が
飼
育
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
内
で
生
産
さ
れ
た
肉
用
牛
の
う
ち
、

一
定
の
基
準
を
満
た
す
も
の
を
「
石
見
銀

山
和
牛
」
と
し
て
、
差
別
化
を
図
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
和
牛
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
称
さ

れ
、
全
国
の
優
秀
な
和
牛
を
集
め
、
そ
の

改
良
の
成
果
な
ど
を
競
う
「
全
国
和
牛
能

力
共
進
会
」
に
大
田
市
か
ら
５
大
会
連
続

で
出
場
す
る
な
ど
、
生
産
者
と
関
係
機
関

が
一
体
と
な
り
、
ブ
ラ
ン
ド
化
や
生
産
者

の
所
得
の
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

大
田
市
の
畜
産

肉
用
牛
経
営
の
現
状

県
内
で
も

最
大
規
模
を
誇
る
酪
農
経
営

大田は古くから畜産が盛んな地域で
卵や牛乳、肉など、毎日の食卓を彩る食材は
市内の身近な場所でも生産されています
大田市の畜産の「いま」をお届けします

大田市の畜産
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牛
乳
や
卵
な
ど
の
畜
産
物
は
、
栄
養
価

が
高
く
、
私
た
ち
の
食
生
活
に
欠
か
す
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

地
元
で
生
産
さ
れ
た
畜
産
物
は
地
域
の

大
切
な
資
源
で
、
私
た
ち
の
健
康
で
健
や

か
な
生
活
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い

ま
す
。
地
域
の
畜
産
業
が
衰
退
す
る
こ
と

は
、
私
た
ち
の
食
生
活
に
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
す
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

毎
日
、
食
卓
に
あ
が
る
食
品
の
生
産
が

揺
ら
い
で
い
る
現
状
を
知
り
、
日
々
の
買

い
物
の
中
で
意
識
を
持
つ
こ
と
で
、
大
田

の
畜
産
業
を
応
援
し
ま
し
ょ
う
！

問
農
林
水
産
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
８
６
）

に
出
産
し
、
乳
を
出
す
「
乳
牛
」
と
し
て

活
躍
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
出
産
後

は
、
約
３
０
０
日
程
度
乳
を
搾
り
ま
す

が
、
そ
の
間
に
再
び
妊
娠
さ
せ
ま
す
。
出

産
後
の
３
０
０
日
間
で
出
す
乳
の
量
は
、

９
０
０
０
㍑
程
度
（
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種
の

場
合
）
で
、
出
産
・
搾
乳
・
出
産
と
い
う

サ
イ
ク
ル
を
繰
り
返
し
て
い
き
ま
す
。

　

市
内
で
は
、
約
10
軒
の
経
営
体
が

４
０
０
０
頭
以
上
を
飼
育
し
て
い
ま
す
。

数
百
頭
、
１
０
０
０
頭
を
超
え
る
大
規
模

経
営
体
も
あ
り
、
県
内
最
大
の
産
地
と

な
っ
て
い
ま
す
。
生
産
さ
れ
た
生
乳
は
、

県
内
外
に
出
荷
さ
れ
、
そ
の
一
部
は
市
内

の
小
・
中
学
校
の
給
食
に
も
供
給
さ
れ
て

い
ま
す
。

価
格
に
転
嫁
で
き
な
い
現
状
に
あ
り
ま
す
。

昨
年
11
月
出
荷
分
か
ら
乳
価
が
引
き
上
げ

ら
れ
た
も
の
の
、
上
げ
幅
が
生
産
コ
ス
ト

の
上
昇
分
を
賄
う
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
肉
用
牛
経
営
に
関
し
て
も
、
子

牛
の
市
場
価
格
が
外
食
需
要
の
低
迷
な
ど

を
要
因
と
し
て
、
落
ち
込
み
が
続
き
、
回

復
の
基
調
は
見
え
て
い
ま
せ
ん
。

　

飼
料
代
は
生
産
コ
ス
ト
の
大
部
分
を
占

め
、
一
部
の
生
産
者
は
、
自
給
生
産
に
取

り
組
ん
で
い
る
も
の
の
、「
酪
農
経
営
」「
肉

用
牛
経
営
」「
養
鶏
経
営
」
の
い
ず
れ
に

お
い
て
も
、
大
き
く
経
営
を
圧
迫
し
て
い

ま
す
。

　

畜
産
経
営
は
、
家
畜
に
与
え
る
エ
サ
の

多
く
を
輸
入
に
頼
っ
て
お
り
、
長
引
く
コ

ロ
ナ
禍
や
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

攻
、
円
安
の
進
行
な
ど
の
複
合
的
な
要
因

に
よ
り
、
飼
料
価
格
は
上
昇
を
続
け
て
い

ま
す
。
ま
た
、
電
気
代
な
ど
も
高
騰
が
続

い
て
お
り
、
酪
農
農
家
を
対
象
と
し
た
調

査
で
は
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
酪
農
農
家
が
経

営
環
境
の
悪
化
を
感
じ
て
い
る
な
ど
、
生

産
コ
ス
ト
の
上
昇
が
経
営
を
圧
迫
し
て
い

ま
す
。

　

酪
農
経
営
に
お
い
て
は
、
生
乳
の
価
格

は
乳
業
メ
ー
カ
ー
と
酪
農
団
体
の
交
渉
で

決
ま
り
、
生
産
コ
ス
ト
の
上
昇
を
十
分
に

み
ん
な
で
応
援
し
よ
う
！

生
産
コ
ス
ト
の
上
昇
に
よ
る

経
営
へ
の
大
き
な
影
響

畜
産
物
の
魅
力
を
発
信

牛
乳
と
卵
の

消
費
拡
大
運
動

　昨年11月には、ＪＡグリーンおおだ（長久町）に
おいて、畜産物の消費拡大を目的として、関係団体
が乳製品のチラシや牛乳、卵の配布などのＰＲ活動
をおこないました。
　当日は、多くのお客さんで賑わい、畜産物の魅力
を広める良い機会となりました。

肉用牛
3,000頭

乳用牛
4,500頭

養　鶏
40万羽

大田市で飼養されている家畜（令和３年度実績）

どのような畜産経営をされていますか
　酪農経営をしています。常時300頭以上飼養し、
日々飼養管理や衛生管理を徹底するなど、乳質の向
上に取り組んでいます。

畜産経営の魅力を教えてください
　牛乳や乳製品は食生活に欠かすことのできないも
のです。安定的に供給することで、地域社会を支え
ているところに魅力を感じます。

市民の皆さんへメッセージをお願いします
　飼料の高騰など大変な状況にありますが、皆さん
においしい製品を提供できるよう日々頑張っていま
す。ぜひ、たくさん牛乳を飲んでください！

畜産農家さんに
お話を
伺いました！

酪農家
住田　善一さん

　（川合町）
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次
の
要
件
を
備
え
、
選
挙
人
名

簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
で
す
。

▽
平
成
17
年
４
月
10
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
人
（
投
票
日
に
お
い
て
、

満
18
歳
以
上
の
人
）

▽
３
月
22
日
現
在
で
、
３
か
月
以

上
、
大
田
市
内
に
居
住
し
て
い

る
人
（
令
和
４
年
12
月
22
日
ま

で
に
転
入
届
を
提
出
し
、
引
き

続
き
居
住
し
て
い
る
人
）

※　

令
和
４
年
12
月
30
日
ま
で
に

投
票
所

　

市
内
の
31
か
所
に
設
け
ま
す
。

※　

大
代
町
の
投
票
所
は
、
今
回

か
ら
大
代
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

と
な
り
ま
し
た
。

投
票
時
間

　

７
時
か
ら
18
時
で
す
。
た
だ
し
、

次
の
投
票
所
は
、
19
時
ま
で
投
票

で
き
ま
す
。

・
大
田
町
第
１
投
票
区

　

大
田
小
学
校

・
大
田
町
第
２
投
票
区

　

職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

・
大
田
町
第
３
投
票
区

　

第
一
中
学
校

・
川
合
町
投
票
区

　

川
合
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

・
久
手
町
第
１
投
票
区

　

久
手
駅
集
会
所

・
長
久
町
投
票
区

　

長
久
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

・
仁
万
・
天
河
内
投
票
区

　

仁
摩
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

島
根
県
知
事
選
挙

島
根
県
議
会
議
員
一
般
選
挙

４
月
９
日
が
投
票
日

転
入
届
を
提
出
し
、
引
き
続
き
居

住
し
て
い
る
人
で
、
期
日
前
投
票

を
さ
れ
る
場
合
は
、
選
挙
管
理
委

員
会
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※　

令
和
４
年
12
月
31
日
以
降
に

島
根
県
内
の
他
市
町
村
か
ら
転
入

し
た
人
で
、
前
の
住
所
地
の
選
挙

人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
場
合

は
、
そ
の
市
町
村
で
投
票
で
き
る

ほ
か
、
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
（「
引
き
続
き
島
根

県
内
に
住
所
を
有
す
る
旨
の
市
町

村
長
の
証
明
書
＊
」
が
必
要
で
す
）。

　

投
票
所
入
場
券
は
、
世
帯
ご
と

に
直
接
郵
送
し
ま
す
。

　

や
む
を
得
な
い
事
情
で
、
投
票

日
に
投
票
で
き
な
い
人
は
、
期
日

前
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

あ
ら
か
じ
め
、
投
票
所
入
場
券

裏
面
の
宣
誓
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
て
持
参
さ
れ
る
と
受
付
を
早

く
す
ま
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

期
間
中
は
、
土
・
日
曜
日
も
投

票
が
で
き
ま
す
が
、
選
挙
に
よ
り

投
票
で
き
る
期
間
が
異
な
り
ま
す

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

投
票
が
で
き
る
日
時
、
場
所
は

次
の
と
お
り
で
す
。

　

ま
た
、
大
田
・
温
泉
津
・
仁
摩

の
各
期
日
前
投
票
所
の
ほ
か
に
、

次
の
と
お
り
期
日
前
投
票
所
を
設

置
し
ま
す
。

　

該
当
す
る
有
権
者
の
人
は
、
都

合
に
あ
わ
せ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

投
票
期
間

・
島
根
県
知
事
選
挙

　

３
月
24
日
㈮
～
４
月
８
日
㈯

・
島
根
県
議
会
議
員
一
般
選
挙

　

４
月
１
日
㈯
～
４
月
８
日
㈯

投
票
時
間

　

８
時
30
分
～
20
時

設
置
場
所

　

市
役
所
４
階
小
講
堂

　

温
泉
津
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

　

仁
摩
支
所
市
民
室

　

４
月
９
日
㈰
は
、
島
根
県
知
事
選
挙
お
よ
び
島
根
県
議
会

議
員
一
般
選
挙
の
投
票
日
で
す
。

　

島
根
県
の
未
来
を
託
す
私
た
ち
の
代
表
を
選
ぶ
大
切
な
選

挙
で
す
。
忘
れ
ず
に
投
票
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

告
示
日　

県
知
事
選
挙
３
月
23
日
㈭

　
　
　
　

県
議
選
挙　

３
月
31
日
㈮

投
票
日　

４
月
９
日
㈰

開
票
日　

４
月
９
日
㈰　

　
　
　
　

20
時
～ 

サ
ン
レ
デ
ィ
ー
大
田

投
票
で
き
る
人

投
票
所
入
場
券

期
日
前
投
票

投
票
所
と
投
票
時
間

期日前投票所 設置場所 投票時間 投票できる有権者

佐津目 佐津目地区集会所 ４月４日㈫ 10時～12時　　　　 山口町投票区

鶴　府 鶴府集会所
４月５日㈬

９時30分～11時30分 川合町投票区

上　山 東上山公民館 14時～16時　　　　 三瓶町第１投票区

荻　村 荻村集会所
４月６日㈭

10時～12時　　　　 井田投票区

西　田 コミュニティよずくの里 14時～16時　　　　 湯里投票区
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投
票
用
紙
は
次
の
２
種
類
で

す
。
用
紙
や
書
き
方
を
間
違
え
る

と
無
効
と
な
り
ま
す
。

・
島
根
県
知
事
選
挙（

記
号
式
投
票
）

　

白
色
の
紙
に
黒
色
で
印
刷
（
点

字
用
は
薄
黄
色
の
紙
に
印
刷
）。

候
補
者
氏
名
が
印
刷
し
て
あ
り
、

「
○
を
つ
け
る
欄
」
に
「
○
」
を

つ
け
て
投
票
し
ま
す
。

※　

期
日
前
投
票
お
よ
び
不
在
者

投
票
は
、「
記
名
式
投
票
」
で
す
。

・
島
根
県
議
会
議
員
一
般
選
挙

（
記
名
式
投
票
）

　

あ
さ
ぎ
（
薄
い
青
緑
）
色
の
紙

に
黒
色
で
印
刷
。
候
補
者
の
氏
名

を
記
入
し
ま
す
。

※　

筆
記
用
具
は
使
い
捨
て
鉛
筆

を
用
意
し
て
い
ま
す
が
、
持
参
し

た
筆
記
用
具
を
使
用
す
る
こ
と
も

可
能
で
す
。

　

選
挙
公
報
は
、
各
選
挙
の
告
示

後
に
新
聞
折
り
込
み
（
山
陰
中
央

新
報
、
朝
日
新
聞
、
讀
賣
新
聞
、

毎
日
新
聞
、
日
本
経
済
新
聞
）
に

よ
り
配
布
し
ま
す
。

　

ま
た
、
選
挙
期
間
中
は
、
島
根

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
る

ほ
か
、
市
役
所
本
庁
、
温
泉
津
・

仁
摩
各
支
所
、
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
、
中
央
図
書
館
に
配
置
し
ま

す
。
新
聞
を
購
読
し
て
い
な
い
人

な
ど
、
郵
送
を
希
望
す
る
場
合
に

は
、
直
接
お
届
け
し
ま
す
。
選
挙

管
理
委
員
会
事
務
局
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

選
挙
公
報
を
よ
く
読
み
、
投
票

所
入
場
券
で
投
票
所
の
場
所
や
投

票
時
間
な
ど
を
確
か
め
て
お
出
か

け
く
だ
さ
い
。

問
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
１
４
０
）

温
泉
津
支
所
市
民
生
活
課

（
☎
０
８
５
５
‐
65
‐
３
１
１
１
）

仁
摩
支
所
市
民
生
活
課

（
☎
０
８
５
４
‐
88
‐
２
１
１
１
）

投
票
用
紙

選
挙
公
報

引き続き島根県内に住所を有する旨の
市町村長の証明書＊ 　　　　（大田市）

発行期間　３月24日㈮～４月８日㈯
　　　　　　　　　　　８時30分～20時
　　　　　４月９日㈰　７時～20時
交付場所　市民課
　　　　　温泉津・仁摩支所市民生活課
手 数 料　無料

　市外に滞在中の人や入院・入所中
の人、重度の障がいがある人は不在
者投票ができます。
◇市外に滞在している人
　仕事などで市外に滞在中の人は、
大田市選挙管理委員会に郵便で投票
用紙を請求し、受領後に滞在地の選
挙管理委員会へ行き、投票できます。
※　投票用紙等請求書は、市ホーム
ページからダウンロードできます。
◇入院・入所中の人
　島根県選挙管理委員会が指定する
病院、介護老人保健施設などに入
院・入所中の人は、病院長や施設長
に申し出ることで、その施設で投票
ができます。
◇郵便による不在者投票
　身体に重度の障がいがあり、投票
所での投票が極めて困難な人は、自
宅で郵便投票ができます。郵便投票
は、あらかじめ大田市選挙管理委員
会から「郵便投票証明書」の交付を
受けた後、投票用紙を請求する必要
があります。詳しくは、選挙管理委
員会事務局にお問い合わせください。
　郵便投票の請求期限は、４月５日
㈬必着です。早めに手続きをお願い

たは視覚の障がいが特別項症～第
２項症までの人
※　手続きは、選挙管理委員会事務
局にお問い合わせください。
新型コロナウイルス感染症療養者

（特例郵便等投票）
　新型コロナウイルス感染症で自宅
療養などをしている人で、次の要件
に該当する人は「特例郵便等投票」
ができます。
　この投票は、投票用紙の請求期限
が設定されています。詳しくは、選
挙管理委員会事務局にお問い合わせ
ください。
・令和５年４月９日執行の島根県知
事選挙および島根県議会議員一般
選挙の有権者
・特定患者等に該当する人（感染症
法または検疫法の規定による外出
自粛要請を受けた人、検疫法の規
定による隔離または停留の措置を
受けて宿泊施設内に収容されてい
る人）
・外出自粛要請または隔離・停留の
措置にかかる期間が、投票用紙の
請求の際に３月24日㈮から４月９
日㈰にかかると見込まれる人

します。
郵便投票ができる人

①身体障害者手帳の所持者で、手帳
の記入内容が次のいずれかに該当
する人
・両下肢、体幹、移動機能障がいが
１級または２級の人
・心臓、じん臓、呼吸器、ぼうこう、
直腸、小腸の障がいが１級、３級
の人
・免疫、肝臓の障がいが１級～３級
の人
②戦傷病者手帳の所持者で、手帳の
記入内容が次のいずれかに該当す
る人
・両下肢、体幹の障がいが特別項症
～第２項症までの人
・内臓機能の障がいが特別項症～第
３項症までの人
③介護保険法上の要介護者で、介護
保険の被保険者証の要介護状態区
分が要介護５の人

（郵便投票の代理投票）
　郵便投票対象者で、次の障がいに
該当する場合は、代理投票ができま
す。
①身体障害者手帳の所持者で、上肢
または視覚の障がいが１級の人
②戦傷病者手帳の所持者で、上肢ま

不在者投票
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１
月
８
日
、
大
田
市
消
防
出
初

式
を
３
年
ぶ
り
に
無
観
客
で
開
催

し
、
消
防
団
員
・
消
防
職
員
な
ど

約
３
０
０
人
が
、
火
災
や
災
害
か

ら
市
民
を
守
る
決
意
を
新
た
に
し

ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
平
成
28
年
か
ら
消

防
団
協
力
事
業
所
と
し
て
、
消
防

団
員
で
あ
る
従
業
員
の
活
動
し
や

す
い
環
境
づ
く
り
に
協
力
し
、
地

域
の
消
防
防
災
体
制
に
貢
献
し
た

企
業
２
社
と
消
防
団
員
を
表
彰
。

　

ま
た
、
市
長
は
「
世
界
遺
産
や

国
立
公
園
、
日
本
遺
産
を
有
す
る

　

１
月
10
日
、
山
下
建
築
工
房
株

式
会
社
（
山
下
克
樹
代
表
取
締

役
）
が
市
内
の
保
育
園
な
ど
全
24

施
設
へ
絵
本
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

　

市
役
所
で
お
こ
な
わ
れ
た
寄
贈

品
贈
呈
式
で
は
、
山
下
恵け

枝え

子こ

取

締
役
が
市
長
や
大
田
市
保
育
研
究

会
、
大
田
市
幼
稚
園
教
育
研
究
会

の
代
表
に
絵
本
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

大
田
市
保
育
研
究
会
の
海
原
泉

会
長
代
理
は
「
絵
本
離
れ
が
進
む

中
、
保
育
園
や
幼
稚
園
は
絵
本
を

大
事
に
し
て
い
る
。
絵
本
を
読
む

幼
児
保
育
施
設
へ
絵
本
を
寄
贈

こ
と
で
疑
似
体
験
が
で
き
、
子
ど

も
の
想
像
が
膨
ら
む
」、
大
田
市

幼
稚
園
教
育
研
究
会
の
笠
井
照
美

会
長
は
「
乳
幼
児
期
に
多
く
の
絵

本
に
触
れ
る
こ
と
で
言
葉
の
獲
得

に
合
わ
せ
、
豊
か
な
心
、
感
性
が

育
ち
、
将
来
的
に
本
が
好
き
な
子

ど
も
に
育
つ
」
と
感
謝
。
山
下
取

締
役
は
「
事
業
を
始
め
た
か
ら
に

は
地
元
に
貢
献
し
た
い
と
考
え
て

い
た
。
子
育
て
世
代
の
客
層
も
あ

り
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
本
の
寄
贈

を
決
め
た
。
こ
の
こ
と
が
自
分
た

ち
の
励
み
に
な
っ
て
い
る
」
と
語

り
ま
し
た
。

わ
が
郷
土
を
守
り
、
後
世
に
引
き

継
ぐ
た
め
、
い
か
な
る
災
害
に
も

的
確
に
対
応
で
き
る
盤
石
な
体
制

を
堅
持
し
て
ほ
し
い
」
と
述
べ
ま

し
た
。
そ
し
て
、
福
間
達
雄
大
田

市
消
防
団
長
が
「
消
防
人
と
し
て

の
自
覚
を
新
た
に
し
、
使
命
達
成

に
ま
い
進
す
る
」
と
宣
誓
し
ま
し

た
。

　

式
典
終
了
後
、
約
40
台
の
車
両

と
消
防
団
員
ら
が
分
列
行
進
を
お

こ
な
い
、
三
瓶
川
沿
い
で
一
斉
放

水
を
し
ま
し
た
。

▽
表
彰
さ
れ
た
企
業

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

　

株
式
会
社
丸
惣　

大
田
工
場

　
　

工
場
長　
　

森
﨑　

拓
也

　

東
幸
建
設
株
式
会
社

　
　

代
表
取
締
役
社
長

　
　
　
　
　
　
　

波
多
野　

陽
一

問
消
防
本
部

（
☎
０
８
５
４
‐
82
‐
０
６
５
０
）

３
年
ぶ
り
の
出
初
式

決
意
新
た
に

表
彰
を
受
け
る
東
幸
建
設
㈱
の
波
多

野
代
表
取
締
役
社
長（
中
央
）、
㈱
丸

惣
大
田
工
場
の
三
國
和
彦
課
長（
左
）

　文化やスポーツ活動で顕著な成績をおさめた児童・生徒
を大田市教育委員会表彰として表彰しました。
　１月12日、表彰式をおこない、教育長が表彰状と記念品
を贈呈。また、大田町出身の柔道家、大野陽子さん（コマ
ツ）が「悔しくて涙したことも、喜んで笑顔になったこと
も、必ず、将来宝物になる。１日をどう使うか考えて行動
すると、後悔のない毎日が過ごせる。これからも努力を積
み重ね、もっともっと大きな花を咲かせてほしい」と受賞
者に贈ったメッセージを紹介しました。

大野陽子さんからメッセージも
教育委員会表彰

問教育委員会総務課（☎0854 ‐ 83 ‐ 8121）

受賞者の皆さん（順不同・敬称略）

【個人の部】○内は学年
松尾　珠

しゅう

徳
と

　志学小⑤
中村　早

さ

那
な

　川合小⑥
河村琉ノ介　温泉津小⑤
白根　美

み

宥
ゆ

　第一中③
川上　豪大　第一中③

野原　良平　第一中③
稲田　祥吾　第一中③
【団体の部】
第一中ソフトテニス部
第二中野球部
大田西中吹奏楽部

左から市長、山下取締役、海原会長代理、笠井会長
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12
月
26
日
、
島
根
県
庁
で
楽
天

農
業
株
式
会
社
（
愛
媛
県
）
と
島

根
県
、
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
、
大
田
市
を

含
む
県
西
部
９
市
町
で
、
持
続
可

能
な
有
機
野
菜
の
産
地
づ
く
り
に

取
り
組
む
こ
と
を
目
的
と
し
た

「
有
機
野
菜
の
産
地
づ
く
り
に
関

す
る
連
携
協
定
」
を
締
結
し
ま
し

た
。

　

全
国
各
地
で
有
機
野
菜
の
生

産
・
加
工
を
お
こ
な
う
楽
天
農
業

は
、
こ
の
た
び
島
根
県
西
部
を
拠

点
と
し
て
自
治
体
や
関
係
機
関
と

連
携
し
、
有
機
野
菜
の
振
興
を
図

ろ
う
と
す
る
も
の
で
、
大
田
市
に

お
い
て
は
、
今
年
の
夏
以
降
に
サ

ツ
マ
イ
モ
の
生
産
を
開
始
す
る
予

定
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
連
携
協
定
を
契
機
と
し

て
、
人
材
育
成
や
有
機
野
菜
の
生

産
技
術
の
確
立
・
普
及
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

問
農
林
水
産
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
８
６
）

　

こ
の
た
び
、
大
田
市
や
大
田
商
工
会
議
所
、
銀
の
道
商
工

会
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
石
見
大
田
な
ど
で
構
成
す
る
大
田
地
域

人
材
確
保
促
進
協
議
会
（
会
長
・
大
田
市
長
）
が
、
大
田
市

出
身
の
学
生
と
の
つ
な
が
り
を
強
化
す
る
た
め
、
お
お
だ
学

生
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
制
度
を
創
設
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
学
生
と
連
携
す
る
こ
と
で
学
生
が
参
加
し
や
す

い
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
の
ほ
か
、
市
内
企
業
や
就
職
イ
ベ
ン
ト

の
情
報
な
ど
の
効
果
的
な
発
信
に
よ
り
、
若
者
の
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー

ン
就
職
の
増
加
を
期
待
す
る
も
の
で
す
。

　

１
月
６
日
、
協
議
会
の
会
長
で
あ
る
市
長
が
大
田
市
出
身

の
大
学
生
３
人
に
お
お
だ
学
生
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
の
委
嘱
状
を

交
付
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
３
人
は
早
速
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
の

名
刺
を
市
長
と
交
換
。
市
長
は
「
名
刺
を
使
っ
て
、
大
田
の

ア
ピ
ー
ル
を
し
っ
か
り
し
て
ほ
し
い
」
と
依
頼
し
ま
し
た
。

　

お
お
だ
学
生
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
の
３
人
は
、
２
月
25
日
に
開

催
す
る
就
職
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
会
議
へ
の
参
加
な
ど
、
協
議

会
と
連
携
し
た
取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動
３
月
１
～
７
日

３
月
４
日
、住
警
器
の
設
置
を
調
査

　

今
年
も
、
３
月
１
日
か
ら
全
国

一
斉
に
春
の
火
災
予
防
運
動
が
実

施
さ
れ
ま
す
。

　

消
防
本
部
で
は
、
期
間
中
の
行

事
の
一
環
と
し
て
、
住
宅
用
火
災

警
報
器
（
住
警
器
）
の
設
置
調
査

を
３
月
４
日
㈯
に
お
こ
な
い
ま
す
。

調
査
は
、
市
内
全
世
帯
か
ら
無
作

為
で
抽
出
し
た
50
世
帯
を
対
象
に

住
警
器
の
設
置
に
つ
い
て
、
聞
き

取
り
調
査
を
す
る
も
の
で
す
。

　

現
在
、
大
田
市
の
住
警
器
の
設

置
率
は
86
㌫
で
す
。
ま
だ
住
警
器

を
設
置
し
て
い
な
い
家
庭
は
、
早

急
に
設
置
を
し
ま
し
ょ
う
。

問
消
防
本
部

（
☎
０
８
５
４
‐
82
‐
０
６
５
０
）

有
機
野
菜
の
産
地
づ
く
り
に
向
け
て

楽
天
農
業
と
連
携
協
定
を
締
結

楽
天
農
業
の
遠
藤
忍
代
表
取
締
役

（
前
列
左
か
ら
３
人
目
）、
島
根
県
知

事（
同
４
人
目
）ら
関
係
者

くらしの便利帳
配布しています

２月中に
届かない場合は
連絡を！

　生活に必要な情報をまとめ、全世帯に配布する
「くらしの便利帳」2023年版を株式会社サイネッ
クスと官民協働事業を活用し、発行しました。
　現在、２月中を目途に株式会社サイネックス・
ネットワークが順に各世帯のポストへ投函し、
配布しています。３月になっても届かない場合
は、ご連絡ください。

問政策企画課（☎0854 ‐ 83 ‐ 8003）

おおだと学生のつながりに一役
出身学生がアンバサダーに

左から大野颯馬さん、市村秀斗さん、田中将吾さん

火
の
用
心

設
置
し
よ
う

住
宅
用
火
災
警
報
器
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１
月
12
日
、
五
十
猛
小
学
校
の

児
童
２
人
が
、
学
校
の
敷
地
内
を

通
り
抜
け
す
る
一
般
車
両
に
は
ね

ら
れ
る
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
事
故
の
再
発
を
防

止
す
る
た
め
、
教
育
委
員
会
は

五
十
猛
小
学
校
を
含
む
市
内
の
全

小
・
中
学
校
で
敷
地
内
交
通
の
危

険
個
所
が
な
い
か
調
査
し
、
対
策

を
講
じ
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
学
校
周
辺
に
お
け
る

ご
協
力
く
だ
さ
い

学
校
内
で
の
交
通
安
全

　

国
際
協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）

の
海
外
協
力
隊
と
し
て
、
ベ
ト
ナ

ム
に
派
遣
さ
れ
る
市
内
団
体
職
員

の
松
葉
遥よ

う

花か

さ
ん
が
１
月
16
日
、

地
震
の
ゆ
れ
4

4

体
験
で
き
ま
す 市

長
を
訪
問
し
、
そ
の
意
気
込
み

を
語
り
ま
し
た
。

　

松
葉
さ
ん
は
、
子
ど
も
の
こ
ろ

か
ら
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
の
活
動
や

文
房
具
を
難
民
キ
ャ
ン
プ
に
届
け

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
に
参
加
。

寄
付
で
は
な
く
、
自
分
が
現
地
で

何
か
実
現
で
き
な
い
か
と
国
際
協

力
に
関
心
を
持
ち
、
こ
の
た
び
の

海
外
協
力
隊
で
の
活
動
に
つ
な
が

り
ま
し
た
。
現
地
で
は
、
学
校
が

終
わ
っ
て
児
童
文
化
会
館
に
来
る

子
ど
も
た
ち
の
指
導
に
あ
た
る
予

　

島
根
県
が
所
有
す
る
地
震
体
験
車
が
３
月
の

１
か
月
間
、
大
田
市
に
配
置
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
地
震
体
験
車
は
、
地
震
体
験
を
希
望
す

る
団
体
へ
派
遣
し
ま
す
。
過
去
に
発
生
し
た
地

震
だ
け
で
な
く
、
今
後
発
生
が
予
測
さ
れ
て
い

る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
な
ど
の
地
震
の
〝
ゆ
れ
〟

を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

地
震
は
、
い
つ
、
ど
こ
で
発
生
す
る
か
分
か

り
ま
せ
ん
。
防
災
意
識
を
高
め
る
き
っ
か
け
と

し
て
、
体
験
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

運
行
時
間
や
体
験
場
所
の
広
さ
、
体
験
者
な

ど
に
条
件
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
消
防
本
部

（
☎
０
８
５
４
‐
82
‐
０
６
５
０
） 定

で
す
。
松
葉
さ
ん
は
「
自
分
の

思
い
が
実
現
す
る
こ
と
が
決
ま
り
、

嬉
し
い
と
同
時
に
、
こ
れ
ま
で
学

ん
だ
こ
と
を
現
地
で
も
、
日
本
に

帰
っ
て
も
貢
献
で
き
る
よ
う
頑
張

り
た
い
」
と
語
り
ま
し
た
。
市
長

は
「
現
地
に
行
っ
て
、
現
地
の
こ

と
を
よ
く
知
る
こ
と
が
最
初
。
子

ど
も
た
ち
と
の
出
会
い
が
多
い
と

思
う
が
、
ぜ
ひ
、
頑
張
っ
て
ほ
し

い
」
と
激
励
し
ま
し
た
。

　

松
葉
さ
ん
は
４
月
か
ら
２
か
月

間
の
研
修
を
受
け
、
ベ
ト
ナ
ム
に

派
遣
さ
れ
る
予
定
で
す
。

問
総
務
部
総
務
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
１
３
）

海
外
協
力
隊
で
ベ
ト
ナ
ム
へ

交
通
安
全
に
つ
い
て
も
、
学
校
や

地
域
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
対
策
を

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

学
校
を
利
用
す
る
皆
さ
ん
は
、

児
童
・
生
徒
が
安
全
に
通
学
や
学

校
生
活
が
送
ら
れ
る
よ
う
敷
地
内

に
限
ら
ず
、
学
校
の
周
辺
に
お
い

て
も
、
慎
重
な
自
動
車
の
運
転
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
教
育
部
総
務
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
１
１
９
）

　「日本語を学びたい」「話せるようになりたい」という
外国人住民の支援をする日本語ボランティアの養成講座
を１月21日、おおだふれあい会館で開催し、27人が参加
しました。
　講座では、しまね国際センターの地域日本語教育コー
ディネーターである岩田和美さんが、日本語でコミュニ
ケーションをとるコツとして、「はっきり、さいごまで、
みじかく言う（はさみの法則）」を紹介。また、外国人
への指導にあたっては、日本語を学ぶ相手の目的にあわ
せた指導をすることなどを学びました。

問総務部総務課（☎0854 ‐ 83 ‐ 8013）

日本語ボランティア

体験希望団体

養成講座を開催
はっきり
さいごまで
みじかく

ベトナムへ派遣される松葉さん

募集
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対
象
者
と
支
給
額

　すべての妊婦・子育て家庭が安心して出産・子
育てができるよう、妊娠期から出産・子育てまで
を一貫して身近で相談に応じる伴走型相談支援と
経済的支援を一体的に実施する「出産・子育て応
援事業」が２月から始まりました。
　手続きは、次のとおりです。

アンケート・
面談実施後、
出産応援金申請

アンケート・
面談実施後、
子育て応援金申請

アンケート実施
希望者に面談

面　談

出産応援金 子育て応援金

◆令和５年２月以降に妊娠届出をする人

◆令和４年４月から令和５年１月までに出産・妊娠届出をした人

▽出産応援金　
妊娠届を提出した妊婦　一人につき５万円
▽子育て応援金
出生した子どもの母親（養育者）に
子ども一人につき５万円
※　令和４年４月１日以降の妊娠届出・出産が対象です。

出産・子育て応援事業

問面談・アンケート（子ども家庭支援課☎0854 ‐ 83 ‐ 8152）・給付金（子ども保育課☎0854 ‐ 83 ‐ 8148）

作り方

妊娠届出時

伴　走　型
相 談 支 援

経済的支援

妊娠８か月頃 出生届出時 新生児訪問時

子ども保育課（☎0854 ‐ 83 ‐ 8196）
子育て支援センター
・大　田（☎0854 ‐ 82 ‐ 1791）
・仁　摩（☎0854 ‐ 88 ‐ 4933・9100）
・温泉津（☎0855 ‐ 65 ‐ 2075）

親子でクッキング
ペットボトルでピザを作ろう！

元気ですこやか　おおだっ子

①強力粉・ドライイースト・砂糖・
塩を混ぜておく

②ペットボトルにオリーブオイルを
入れて振り、内側
にまんべんなく広
げる

③①をペットボトル
で作ったじょうご
を使って素早く入
れる

振って出す（生
地が発酵し、大
きな音がして勢
いよく飛び出す
ので注意！）
⑦生地を直径25㌢ほどに伸ばし、
フォークで穴を開け、トマトソー
スを塗り、お好みの具材をトッピ
ングする
⑧200度に予熱したオーブンで約10
分焼く。火が通り、焼き色がつけ
ば完成

④ぬるま湯を入れて蓋を閉める。最
初は回すように、少しまとまって
きたら、ひたすら振って生地をま
とめる
⑤生地がまとまった
ら蓋を下にし、30
分ほど発酵させる
（室温が低いと時
間がかかります）
⑥体積が２倍程度に
なったら、打ち粉
をしたクッキングシートの上に

強力粉　110㌘　　ドライイースト　３㌘　　トマトソース　適量　　お好みの具材
塩　　少々　　砂糖　３㌘　　オリーブオイルまたはバター　10㏄
ぬるま湯　65㏄　　打ち粉　少々
※　炭酸用500mlペットボトル２本を乾かし、１本は切ってじょうごにし、テープで固定しておく。

材　料 直径25㌢１枚分

妊婦さん・子育て家庭への支援

令和４年４月１日から
令和５年１月31日までに出産した人 ２月中にお送りする

アンケート・申請書を
返送してください

出産応援金・子育て応援金　10万円一括支給
（双生児は15万円）

現在妊娠中で
令和５年２月１日以降に出産した人

出産応援金　５万円支給
（出産後に子育て応援金の申請手続きが必要）
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こんにちは

保健師です
まわりの大切な人の命、まわりの大切な人の命、
みんなで支えてみませんか？みんなで支えてみませんか？

肝臓・消化器内科・内視鏡内科
呼吸器内科・内科・小児科

第１・３・５木曜・日曜、祝日　第２・４木曜の午後休診

〈広告〉

診療時間　₈：00～12：00
　　　　　14：00～19：30

　３月は新しい年度へと変わっていく月ということもあ
り、人事に伴う異動や家族のライフイベント（入社、入
学など）といった環境の変化や、仕事が多忙になるなど、
心と体に疲労が出やすい季節であるといわれています。
　また、冬から春への季節の変わり目でもあるため、寒

家族や仲間の変化に気づいて声をかける
　「いつもと様子が違うから、心配しているよ」
などと声をかけてみましょう。声をかけること
で「あなたは一人ではない」ということが伝わ
ります。

本人の気持ちを尊重し、話に耳を傾ける
　話をじっくり聞き、その気持ちを肯定的に受
け止めてみましょう。「傾

けい

聴
ちょう

」は悩みを聞くう
えで、とても大切です。

早めに専門家に相談するよう促す
　抱え込んでいる問題や悩みを解決する方法を
伝えましょう。解決できないことであれば専門
家の支援を受けることをすすめてみましょう。

　どこに相談したらよいか、わからな
いとき、地域別、方法別、悩み別に相
談窓口を検索することができます

あたたかく寄り添いながら、じっくり見守る
　話を聞いて→専門家を紹介して→すぐに解決、
ということはまずありません。一見、元気になっ
たように見えても、悩みは繰り返し襲ってきま
す。本人が完全に乗り越えられるまで、長時間
のんびりと見守りましょう。

春に向けて動き出す３月――。
ぜひ、みんなでまわりの大切な人の声に

耳を傾けてみませんか。

支援情報検索サイト

3 3

気づき 傾聴

つなぎ 見守り

命の“門番”
ゲートキーパー

暖差が激しく、体調や自律神経にも大きく影響してきま
す。特に、今の世の中はコロナ禍でもあり、憂

ゆう

鬱
うつ

な気持
ちになる人が増えているのではないでしょうか。
　身の回りの大切な人たちの命を守るため、私たちにで
きることがないか、一緒に考えてみましょう。

　自死予防に大切な役割の一つとして、「ゲートキーパー」があります。これは自死の危
機を抱えた人々のサインに気づき、適切に関わることができる「命の門番」としての役割
を果たす人のことです。
　自死予防では、悩んでいる人に寄り添い、「孤立・孤独」を防ぐことが大切だといわれ
ています。「私にそんな役割できるのかな」と不安に思う人もいるかもしれませんが、ゲー
トキーパーに特別な資格はありません。専門職だけでなく、家族や同僚、友人などもそれ
ぞれの立場や役割でゲートキーパーになることができます。

ゲートキーパーに大切な４つのこと

問健康増進課
（☎0854 ‐ 83 ‐ 8151）

1 2
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健康ガイド３月
問健康増進課
（☎0854 ‐ 83 ‐ 8151）

☆マークの検診では自己負担が軽減
【無料になる人】生活保護世帯の世帯員、福祉医療受給者、市民税非課税世帯の世帯員
【半額になる人】大田市国民健康保険加入者、島根県後期高齢者医療制度加入者
※　必要な書類や手続きについては、健康増進課までお問い合わせください。

３月の子育て応援コーナー
種　類 日　　時 場　所 内　　　容 お持ちいただくもの

乳幼児相談 22日㈬ ₉：30～11：00
仁摩保健センター

身体計測・育児相談
栄養相談・母乳相談 母子健康手帳・バスタオル

離乳食教室
（前期） 23日㈭ 10：00～11：30

受付₉：45～
生後８か月ごろまでの乳児とそ
の保護者

母子健康手帳・バスタオル
おむつ・お子さんの飲み物

※　予約制です。子ども家庭支援課（☎0854 ‐ 83 ‐ 8152）へお申し込みください。

がん検診（個別）
種　類 医療機関 対象者など

☆乳がん
マンモグラフィ

検診

大田市 市立病院（医事室☎0854 ‐ 84 ‐ 7571） 40歳以上の女性（完全予約制）
◎自己負担金　2,000円
・市立病院は₂回の受診が必要出雲市 ひゃくどみクリニック（☎0853 ‐ 21 ‐ 0130）

ヘルスサイエンスセンター島根（☎0853 ‐ 20 ‐ 0649）

☆子宮頸がん
検診

大田市 市立病院（医事室☎0854 ‐ 84 ‐ 7571） 20歳以上の女性
◎自己負担金
・子宮頸部検査　　1,500円
・ＨＰＶ検査（希望者）1,500円出雲市 島根県立中央病院ほか７医療機関

（市ホームページでご確認ください）

※　直接各医療機関へ予約してください。

【受付時間】　平日／19：00～翌朝₉：00
　　　　　　土日・祝日／₉：00～翌朝₉：00

（東京都内までの通話料が必要）

₃月21日㈫㈷
　10：00～12：00
　13：30～16：00

イオン大田店

子ども医療電話相談献血に
ご協力ください

＃８０００
つながらない場合　☎03 ‐ 3478 ‐ 1060

主任看護師教育への取り組み
看護部　副看護師長会

看護の現場から
問市立病院（☎0854 ‐ 82 ‐ 0330）

　

大
田
市
立
病
院
の
主
任
看
護
師

は
、
臨
床
経
験
が
概
ね
14
年
以
上

の
助
産
師
・
看
護
師
で
す
。
経
験

の
中
で
身
に
つ
け
た
知
識
と
技
術

を
用
い
て
、
質
の
高
い
看
護
の
提

供
と
後
輩
の
育
成
、
チ
ー
ム
医
療

を
推
進
す
る
役
割
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

副
看
護
師
長
会
で
は
、
主
任
看

護
師
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮

し
、
部
署
を
盛
り
上
げ
、
他
職
種

と
の
チ
ー
ム
医
療
の
中
心
と
な
り

活
躍
す
る
た
め
に
研
修
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

　

よ
り
良
い
看
護
を
提
供
し
て
い

く
た
め
に
、
部
署
の
課
題
を
考
え
、

課
題
解
決
に
向
け
て
計
画
を
立
て

行
動
し
て
い
く
こ
と
や
、
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る
た
め
に

自
分
自
身
の
特
徴
や
行
動
を
振
り

返
る
学
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
副
看
護
師
長
会
で
は
、
主
任

看
護
師
と
と
も
に
考
え
、
行
動
を

振
り
返
る
こ
と
を
大
切
に
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

当
院
に
通
院
さ
れ
て
い
る
患
者

さ
ん
や
入
院
患
者
さ
ん
に
、
安
心

し
て
治
療
を
受
け
て
い
た
だ
け
る

看
護
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
住

み
慣
れ
た
場
所
で
の
生
活
が
で
き

る
「
治
し
支
え
る
医
療
」
を
目
指

し
、
主
任
看
護
師
と
と
も
に
成
長

で
き
る
よ
う
に
今
後
も
取
り
組
み

を
続
け
て
い
き
ま
す
。

研修でグループワークを発表する主任看護師
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中央図書館　　☎0854 ‐ 84 ‐ 9200　平日10：00～19：00　土日10：00～18：00
仁摩図書館　　☎0854 ‐ 88 ‐ 4646　10：00～18：00
温泉津図書館　☎0855 ‐ 65 ‐ 2177　10：00～18：00

３月の図書館お休みの日
日 月 火 水 木 金 土

　 　 1 2 ３ ④

⑤ ６ ７ ８ ９ 10 ⑪

⑫ 13 14 15 16 17 ⑱

⑲ 20 21 22 23 24 �

� 27 28 29 30 31 　

■：３館休館　○：温泉津休館
□：中央休館

おすすめの本

図書館 行　　　事 日　　　　　　　時

中　央
おはなし会 11日㈯・25日㈯ 14：00～14：20
ストーリーテリング 18日㈯ 14：00～14：20
古文書を読む会 18日㈯ 14：00～16：00

仁　摩

おはなし会 18日㈯ 10：15～10：45
鈴木賞展 ２月１日㈬～３月３日㈮
仁摩大国陶芸クラブ展 ２月８日㈬～３月13日㈪
自死予防に関する啓発展 15日㈬～30日㈭

◇行事と企画展

◇展示テーマ

満点ゲットシリーズせいかつプラス
『ちびまる子ちゃんの仕事の見つけかた』

さくらももこ／キャラクター原作　沼田　晶弘／監修
集英社（仁摩図書館所蔵）

　働く時間は、人生の中で約３分の１といわれています。子
どもの頃から将来の夢や自分の得意なことなど、仕事につい
てしっかり意識しておくと、大人になってから困らなくてす
むかもしれません。
　この本は、仕事について頭の中に浮かぶハテナを楽しいマ
ンガを通して分かりやすく教えてくれます。

©さくらプロダクション

中央　「今から　ここから」
仁摩　「ハルノホン」

中央図書館休館（蔵書点検）
２月20日㈪～３月２日㈭
本の返却　返却ポスト
　　　　　温泉津・仁摩図書館

そうだったのか石見銀山
調査研究　最新情報

石見銀山の
“自然との共生”その１

　
「
石
見
銀
山
で
は
、
採
掘
し
な

が
ら
森
林
を
管
理
し
て
い
た
」
と

説
明
さ
れ
る
自
然
と
の
共
生
。
世

界
遺
産
登
録
の
決
め
手
と
な
っ
た

こ
の
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
で
は
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な

内
容
な
の
か
、
２
回
に
分
け
て
紹

介
し
て
い
き
ま
す
。

　

石
見
銀
山
の
栄
え
た
江
戸
時
代

の
初
め
頃
、
銀
生
産
や
生
活
し
て

い
く
た
め
の
燃
料
は
、
ほ
と
ん
ど

が
森
林
の
利
用
に
よ
る
も
の
で
し

た
。
森
林
を
大
切
に
せ
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
時
代
で
あ
っ
た
の
で
す
。

　

当
時
の
初
等
教
科
書
で
あ
る

『
実
語
教
』の
最
初
に
は
、「
山
高
故

不
貴　

以
有
樹
為
貴
」（
木
の
生

え
て
い
な
い
山
は
ど
ん
な
に
高
く

て
も
価
値
が
低
い
）
と
教
え
て
お

り
、
い
か
に
森
林
が
大
切
で
あ
っ

た
の
か
を
物
語
り
ま
す
。
そ
の
大

切
な
森
林
か
ら
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、

薪
と
炭
で
供
給
さ
れ
ま
す
。

　

江
戸
時
代
初
期
に
、
石
見
銀
山

に
ど
ん
な
木
々
が
生
え
て
い
た
の

か
を
土
壌
か
ら
調
べ
た
結
果
、
薪

炭
材
と
な
る
ハ
シ
バ
ミ
、
ア
カ
ガ

シ
、
コ
ナ
ラ
な
ど
を
確
認
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
江
戸
時
代
前
期
の

絵
図
に
は
、
石
見
銀
山
周
辺
に

「
小
松
木
山
」（
マ
ツ
林
）、「
雑
木

山
」（
コ
ナ
ラ
な
ど
の
広
葉
樹
林
）

と
記
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ

ら
の
こ
と
か
ら
、
燃
料
の
元
と
な

る
森
林
が
遺
跡
と
そ
の
周
辺
に

あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

雑
木
は
老
木
に
な
る
と
生
育
が
遅

く
二
酸
化
炭
素
を
吸
収
し
に
く
く

な
り
ま
す
が
、
地
上
50
㌢
ぐ
ら
い

で
切
る
と
、
そ
の
翌
年
か
ら
ま
た

生
育
を
始
め
ま
す
。
つ
ま
り
「
森

林
の
管
理
」
と
は
、
木
を
全
く
切

ら
な
か
っ
た
の
で
は
な
く
、
適
切

に
伐
採
す
る
こ
と
も
意
味
し
て
い

ま
す
。
化
石
燃
料
を
使
う
前
の
時

代
、
森
林
は
循
環
型
の
「
燃
料
供

給
装
置
」
の
よ
う
に
、
当
時
の
暮

ら
し
を
支
え
た
の
で
し
た
。

　

現
在
、
二
酸
化
炭
素
の
排
出
抑

制
が
地
球
全
体
の
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ど
う
し
て
も
熱
源
を
使

わ
ざ
る
を
得
な
い
鉱
山
で
森
林
を

管
理
す
る
こ
と
で
供
給
さ
れ
た
循

環
型
の
シ
ス
テ
ム
が
あ
っ
た
こ
と

が
注
目
さ
れ
、
重
要
な
価
値
と
し

て
評
価
さ
れ
た
の
で
す
。（
続
く
）

問石見銀山課
（☎0854 ‐ 83 ‐ 8132）

第11回
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きずな
　

犯
罪
組
織
な
ど
が
、
強
制
労
働

や
売
春
な
ど
を
さ
せ
る
目
的
で
、

暴
力
や
脅
迫
、
誘
拐
、
詐
欺
、
拉

致
な
ど
の
手
段
を
用
い
て
、
人
を

移
動
し
た
り
、
隠
し
た
り
、
受
け

取
っ
た
り
す
る
行
為
で
す
。

　

人
身
取
引
は
、
被
害
者
と
そ
の

家
族
に
深
刻
な
精
神
的
・
肉
体
的

苦
痛
を
も
た
ら
し
ま
す
。

　

ま
た
、
買
春
は
人
間
の
尊
厳
を

傷
つ
け
、
人
権
を
軽
視
す
る
行
為

で
あ
り
、
決
し
て
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

さ
ら
に
、
人
身
取
引
と
児
童
買

春
は
重
大
な
犯
罪
で
あ
り
、
国
の

内
外
を
問
わ
ず
処
罰
の
対
象
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

イ
ン
ド
で
は
、
１
億
人
以
上
の

人
が
貧
困
状
況
に
あ
り
、
日
々
の

生
活
が
非
常
に
苦
し
い
と
い
う
現

状
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
に
ブ
ロ
ー

カ
ー
が
付
け
入
り
、
周
辺
国
や
農

村
部
の
女
性
に
「
給
料
の
高
い
仕

事
を
紹
介
す
る
」
と
だ
ま
し
、
売

春
宿
に
売
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と

が
お
こ
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

令
和
３
年
に
日
本
国
内
で
認
知

さ
れ
た
人
身
取
引
事
犯
被
害
者
数

は
42
人
で
、
全
員
が
女
性
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

そ
の
う
ち
、
日
本
人
は
31
人
で
、

20
歳
未
満
が
約
６
割
、
残
り
の
11

人
は
外
国
人
で
、
20
歳
未
満
が
約

８
割
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
に
つ
い
て
、

日
本
は
国
際
的
に
非
難
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
よ
う
に
、
人
身
取
引

の
現
状
は
、
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
世

界
中
か
ら
人
身
取
引
の
被
害
者
が

出
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
も
、

ま
ず
は
、
現
状
を
私
た
ち
が
し
っ

か
り
理
解
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
「
そ
ん
な
こ
と
あ
る
の
？
」
と

思
い
が
ち
で
す
が
、
現
実
を
直
視

し
、
間
違
い
や
不
合
理
に
気
づ
く

感
性
、「
人
権
感
覚
」
を
高
め
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

　

人
身
取
引
は
、
皆
さ
ん
の
す
ぐ

近
く
に
潜
ん
で
い
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
次
の
事
例
を
見
た
り
、

聞
い
た
り
し
た
場
合
は
、
最
寄
り

の
警
察
署
や
、
被
害
者
が
外
国
人

の
場
合
は
、
出
入
国
在
留
管
理
局

に
連
絡
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ケ
ー
ス
１

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
す
る
若
い
女
性

が
被
害
者
と
な
っ
た

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
仲
良
く
な
っ
た
男
性

に
、
言
葉
巧
み
に
誘
導
さ
れ
て
裸

の
写
真
を
送
り
、
そ
れ
を
元
に
脅

さ
れ
、
違
法
な
風
俗
店
で
の
サ
ー

ビ
ス
や
売
春
を
強
要
さ
れ
て
し
ま

う
。

ケ
ー
ス
２

モ
デ
ル
志
望
の
女
性
が
ア
ダ
ル

ト
ビ
デ
オ
に
出
演
さ
せ
ら
れ
る

　

モ
デ
ル
募
集
と
偽
っ
て
、
応
募

者
が
署
名
し
た
契
約
書
の
内
容
を

盾
に
、
脅
さ
れ
て
ア
ダ
ル
ト
ビ
デ

オ
に
無
理
や
り
出
演
さ
せ
ら
れ
て

し
ま
う
。

ケ
ー
ス
３

複
数
の
女
性
が
同
居
し
、
毎

日
、
車
で
連
れ
て
行
か
れ
て
働

い
て
い
る

　

不
本
意
な
借
金
を
背
負
わ
さ

れ
、
昼
間
は
軟
禁
、
仕
事
や
売
春

を
強
要
さ
れ
て
し
ま
う
。

ケ
ー
ス
４

労
働
者
が
暴
力
や
脅
迫
を
受
け

な
が
ら
働
い
て
い
る

　

労
働
者
が
、
毎
日
の
よ
う
に
怒

鳴
ら
れ
た
り
、
蹴
ら
れ
た
り
し
な

が
ら
強
制
的
に
働
か
さ
れ
て
し
ま

う
。

　

ア
フ
リ
カ
で
は
、
自
分
の
子
ど

も
た
ち
に
教
育
を
受
け
さ
せ
る
た

め
、
自
宅
で
お
こ
な
っ
て
い
る
農

業
な
ど
の
人
手
が
不
足
し
て
い
ま

す
。

　

そ
の
不
足
人
員
を
他
国
か
ら
買

い
、
家
庭
内
労
働
を
強
い
る
ケ
ー

ス
が
増
加
し
て
い
る
の
で
す
。
自

分
の
子
ど
も
た
ち
が
教
育
を
受
け

ら
れ
た
と
し
て
も
、
他
国
の
子
ど

も
が
教
育
を
受
け
る
権
利
を
奪
わ

れ
て
い
る
と
い
う
現
状
も
あ
り
ま

す
。

　

皆
さ
ん
は
、「
人
身
取
引
」
の

こ
と
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

　

国
が
早
急
に
解
決
を
め
ざ
す
と

し
て
掲
げ
て
い
る
17
の
人
権
課
題

の
１
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す
。

　

世
界
で
は
、
女
性
や
子
ど
も
を

は
じ
め
と
し
た
弱
い
立
場
に
あ
る

人
を
、
犯
罪
組
織
な
ど
が
さ
ま
ざ

ま
な
手
段
を
使
っ
て
支
配
下
に
置

い
た
り
、
引
き
渡
し
た
り
し
て
い

る
現
状
が
あ
り
、
こ
れ
を
国
際
的

な
犯
罪
「
ト
ラ
フ
ィ
ッ
キ
ン
グ
」

と
い
っ
て
い
ま
す
。

人
身
取
引
と
は

イ
ン
ド
で
は
…
…

日
本
で
は
…
…

人
身
取
引
を

な
く
す
た
め
に
も

　

人
身
取
引
を
テ
ー
マ
と
し
た

講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

日　

時　

３
月
13
日
㈪

　
　
　
　
　
　

13
時
30
分
～

会　

場　

サ
ン
レ
デ
ィ
ー
大
田

演　

題

「
人
身
取
引
の
現
況
に
つ
い
て
」

　
　

講
師　

島
根
県
警
察
本
部

　
　
　
　
　

三
輪　

豊
年
さ
ん

参
加
費　

無
料

人
権
を
考
え
る市民

の
つ
ど
い

日
本
で
の
人
身
取
引
の
内
容

ア
フ
リ
カ
で
は
…
…

世
界
の
状
況

き
ず
な
へ
の
ご
意
見
は
…

問
人
権
推
進
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
３
８
）

人
身
取
引
は
重
大
な
犯
罪
で
す

石
見
銀
山
遺
跡
は
、
人
類
の
平
和
と
人
権
の
尊
重
を
め
ざ
す
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
の
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
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市　勢
（令和５年２月１日現在）

○人　口　32,707人　　（△　66）
　・男　　15,732人　　（△　27）
　・女　　16,975人　　（△　39）
○世帯数　15,495世帯（△　32）
○出生数　　　15人
○死亡数　　　65人
○面　積　435.34㎢

（　　）内は前月比

募

集

申…申し込み先
問…問い合わせ先

▽
募
集
期
間

２
月
17
日
㈮
～
３
月
３
日
㈮
17

時
▽
入
居
者
の
決
定　

住
宅
の
困
窮

状
況
を
考
慮
し
、
選
考

▽
家
賃　

収
入
に
応
じ
て
決
定

▽
募
集
住
宅
名

所
在
地
／
募
集
戸
数
／
住
宅
使

用
料
／
間
取
り
／
建
設
年
度

【
市
営
住
宅
】

◇
高
浜
住
宅

仁
摩
町
仁
万
１
４
０
８
番
地
１

／
１
戸
／
１
万
５
８
０
０
円
～

３
万
１
１
０
０
円
／
３
Ｄ
Ｋ
／

平
成
11
年
度

◇
松
山
住
宅

温
泉
津
町
温
泉
津
イ
６
６
５
番

地
／
４
戸
／
１
万
１
５
０
０
円

～
２
万
３
０
０
０
円
／
３
Ｄ
Ｋ

／
昭
和
52
～
53
年
度

【
一
般
市
営
住
宅
】

◇
宅
野
住
宅
（
旧
宅
野
教
職
員
住

宅
）

仁
摩
町
宅
野
２
６
７
番
地
６
／

２
戸
／
３
万
円
／
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
／

平
成
10
年
度

【
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
】

◇
高
浜
特
定
公
共
賃
貸
住
宅

仁
摩
町
仁
万
１
３
９
９
番
地
４

／
２
戸
／
４
万
５
０
０
０
円
～

７
万
円
／
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
／
平
成
14

年
度

◇
湯
里
特
定
公
共
賃
貸
住
宅

温
泉
津
町
湯
里
１
７
２
８
番
地

３
／
１
戸
／
４
万
５
０
０
０
円

／
４
Ｌ
Ｄ
Ｋ
／
平
成
６
年
度

※　

入
居
資
格
に
適
応
し
た
人
を

対
象
と
し
た
住
宅
で
す
。

※　

暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行

為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
に
規

定
す
る
暴
力
団
員
ま
た
は
暴
力
団

関
係
者
は
入
居
で
き
ま
せ
ん
。

問
建
築
営
繕
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
１
１
０
）

市
営
住
宅
　
入
居
者

催
　
　
し

▽
日
時　

３
月
11
日
㈯

　
　
　
　

13
時
～
15
時

▽
会
場　

市
民
セ
ン
タ
ー
１
階

▽
参
加
費　

１
０
０
円

※　

事
前
申
込
が
必
要
で
す
。

申
・
問
世
話
人
（
野
津
☎
０
８
０

‐
６
３
１
５
‐
９
５
１
７
）

　

国
連
が
制
定
し
た
３
月
８
日
の

「
国
際
女
性
デ
ー
」
に
ち
な
み
、

こ
の
意
義
を
広
め
、
女
性
の
権
利

向
上
や
男
女
平
等
を
考
え
る
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。
テ
ー
マ
は

「
女
性
の
生
き
づ
ら
さ
と
政
治
」

で
す
。

▽
日
付　

３
月
５
日
㈰

▽
会
場　

あ
す
て
ら
す

◇
基
調
講
演

　

13
時
～
14
時
15
分

演
題　
「
女
性
議
員
は
な
ぜ
増
え

な
い
？
ど
う
増
や
す
？
～
諸
外

国
の
取
り
組
み
か
ら
学
ぶ
政
治

分
野
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画

～
」

講
師　

お
茶
の
水
女
子
大
学
ジ
ェ

ン
ダ
ー
研
究
所

教
授　

申し
ん　

琪き
よ
ん榮
さ
ん

▽
定
員　

80
人

▽
入
場
料　

無
料（
要
事
前
申
込
）

◇
記
念
映
画
上
映

　

14
時
30
分
～
16
時
30
分

▽
作
品　
「
82
年
生
ま
れ
、
キ
ム
・

ジ
ヨ
ン
」（
２
０
２
０
年
／
韓

国
）

▽
定
員　

80
人

▽
入
場
料　

無
料（
要
事
前
申
込
）

※　

３
月
４
日
㈯
～
18
日
㈯
は
、

パ
ネ
ル
展
示
・
来
館
者
参
加
型
企

画
な
ど
も
開
催
し
ま
す
。

申
・
問
公
益
財
団
法
人
し
ま
ね
女

性
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
８
５
４
‐
84
‐
５
５
１
４
）

認
知
症
の
人
と
家
族
の
つ
ど
い

「
ち
ゅ
う
り
っ
ぷ
の
会
」

あ
す
て
ら
す

国
際
女
性
ウ
ィ
ー
ク
イ
ベ
ン
ト

◇展示・バザー・お茶席（26日のみ／400円）　など
◇ホールイベント（26日）　いずれも入場無料
・学 習 発 表　10時30分～13時15分
・記念講演会　13時30分～15時
　演題　強く生きるためのヒント
　　　　　～野々村友紀子が伝えたい
　　　　　　　　　　　人生で大事なこと～
　講師　放送作家　野々村友紀子さん

芸人として活動後、放送作家へ転身。現在は吉本総合芸能学院
（NSC）の講師、著書・脚本などの作家業に加え、メディア出
演など多方面で活躍中

問サンレディー大田（☎0854 ‐ 82 ‐ 6700）

２月25日㈯　12時～16時
　　26日㈰　10時～16時
サンレディー大田

重ねた30年
　つなげよう未来へ

第30回サンレディーフェスタ
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令
和
５
年
度
「
芸
術
鑑
賞
友
の

会
」
の
会
員
を
募
集
し
ま
す
。
会

▽
日
時　

３
月
５
日
㈰　

　
　
　
　

７
時
45
分
～
16
時

▽
集
合
場
所
・
時
間

①
道
の
駅
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
か
わ
も
と

７
時
45
分

②
道
の
駅
ご
い
せ
仁
摩

８
時
30
分

▽
参
加
費
（
昼
食
代
な
ど
を
含
む
）

　

４
０
０
０
円

▽
定
員　

30
人

▽
内
容　

江
戸
時
代
の
石
見
銀
山

領
33
か
所
巡
礼
を
記
し
た
古
文

書
を
も
と
に
、
33
の
札
所
を
巡

る
バ
ス
ツ
ア
ー
。
市
内
５
か
寺

を
訪
ね
、
住
職
や
郷
土
史
家
に

話
を
聞
く
と
と
も
に
、
写
経
な

ど
を
体
験
し
ま
す
。

申
・
問
重
要
文
化
財
熊
谷
家
住
宅

（
☎
０
８
５
４
‐
89
‐
９
０
０
３
）

員
特
典
と
し
て
、
公
演
情
報
を
掲

載
し
た
情
報
紙
の
発
行
や
鑑
賞
事

業
の
チ
ケ
ッ
ト
先
行
販
売
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

▽
年
会
費　

１
０
０
０
円

▽
申
込
方
法　

市
民
会
館
窓
口
へ

▽
申
込
期
限　

５
月
27
日
㈯

申
・
問
大
田
市
民
会
館

（
☎
０
８
５
４
‐
82
‐
０
９
３
８
）

大
田
市
民
会
館

芸
術
鑑
賞
友
の
会
会
員

石
見
銀
山
33
か
所
巡
り

モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー

　

石
見
銀
山
天
領
太
鼓
の
メ
ン

バ
ー
が
、
構
え
方
か
ら
簡
単
な
曲

ま
で
、
や
さ
し
く
楽
し
く
指
導
し

ま
す
。

▽
日
時　

４
月
５
日
～
５
月
24
日

の
水
曜
日
、
５
月
12
日
㈮
・
27

日
㈯　

19
時
～
21
時

・
ス
テ
ー
ジ
公
演

　

５
月
28
日
㈰
午
後

▽
会
場　

大
田
市
民
会
館

▽
対
象　

一
般
、
小
学
校
５
年
生

以
上
の
児
童
・
生
徒

▽
定
員　

20
人
程
度
（
先
着
）

▽
参
加
料

　

１
５
０
０
円
（
保
険
代
）

▽
申
込
締
切　

３
月
29
日
㈬

申
・
問
大
田
市
民
会
館

（
☎
０
８
５
４
‐
82
‐
０
９
３
８
）

和
太
鼓
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

▽取扱業務　
・届出　転入届・転出届・転居届
・各種証明書発行　戸籍謄抄本・除籍謄抄本・戸籍の
附票・住民票・印鑑登録・印鑑登録証明書・課税証
明書・所得証明書・納税証明書・身分証明書など
・マイナンバーカード交付（要予約）
▽転出や転入届に必要なもの
・転入届　転出した市町村発行の転出証明書・マイナ
ンバーカード（お持ちの人）
・転出届　印鑑登録証・国保証・受給者証など
※　小・中学校の転校は、転校前の学校で手続きが必
要ですが、教育委員会の手続きは必要ありません。転
校先の教育委員会で手続きをしてください。
※　本人確認ができる免許証、マイナンバーカードや
保険証などをお持ちください。
※　手続きに必要な場合がありますので、はんこをお
持ちください。

問市民課（☎0854 ‐ 83 ‐ 8067）

　春の進学・就職シーズンは、転入や転出の手続きを
される人が多い時期となります。市民課窓口の業務時
間を次のとおり延長しますので、日中に来庁すること
が難しい人は、ご利用ください。

₃月30日～₄月₅日の平日
市民課窓口　19時まで

▽申請可能な手続
①消防計画作成（変更）届出
②防火・防災管理者選任（解任）届出
③全体についての消防計画作成（変更）届出
④防火対象物点検結果報告
⑤統括防火・防災管理者選任（解任）届出
⑥自衛消防組織設置（変更）届出
⑦消防用設備等（特殊消防用設備等）設置届出
⑧消防用設備等（特殊消防用設備等）点検結果報告
⑨工事整備対象設備等着工届出
⑩防災管理点検結果報告

問消防本部（☎0854 ‐ 82 ‐ 0650）

令和５年３月１日から

消防本部・火災予防に関する届出
電子申請受付を開始

期　　間　₃月30日㈭～₄月₅日㈬の平日
延長時間　19時まで
場　　所　本庁市民課のみ

電子申請
ぴったりサービス（https://myna.go.jp/）
内閣府が運営する
オンラインから電子申請ができるサービス

入力チェック機能やヘルプ機能で
間違いのない申請に
保存した申請情報は次回利用できます

パソコン・スマホ・タブレットから
場所を問わず申請が可能

24時間365日
時間を問わず申請が可能

簡単に

どこでも

いつでも
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◇
日
本
ミ
ツ
バ
チ
の
巣
箱
作
り

▽
日
時　

３
月
５
日
㈰

　
　
　
　

10
時
～
12
時

▽
定
員　

10
人

▽
参
加
費　

５
０
０
０
円

◇
し
い
た
け
の
な
る
木
を
作
ろ
う

▽
日
時　

３
月
19
日
㈰

　
　
　
　

10
時
～
12
時

▽
定
員　

10
人

▽
参
加
費　

２
５
０
０
円　
　

問
三
瓶
木
工
館

（
☎
０
８
５
４
‐
86
‐
０
１
８
２
）

予
備
自
衛
官
補

（
男
女
／
一
般
・
技
能
）

▽
受
付
期
限　

４
月
６
日
㈭

▽
応
募
資
格　

・
一
般　

日
本
国
籍
を
有
し
、
18

歳
以
上
34
歳
未
満
の
人
（
令
和

５
年
７
月
１
日
時
点
）

・
技
能　

日
本
国
籍
を
有
し
、
18

歳
以
上
で
、
保
有
す
る
技
能
に

応
じ
、
53
歳
か
ら
55
歳
未
満
の

人
（
令
和
５
年
７
月
１
日
時
点
）

※　

そ
の
ほ
か
、
経
験
年
数
な
ど

の
資
格
要
件
が
あ
り
ま
す
。

▽
試
験
期
日

・
筆
記
試
験
・
適
性
検
査

ウ
ェ
ブ
試
験
方
式

４
月
15
日
㈯

・
口
述
試
験
・
身
体
検
査

４
月
16
日
㈰

▽
試
験
会
場

◇
一
般

・
筆
記
試
験
・
適
性
検
査

受
付
時
に
通
知

・
口
述
試
験
・
身
体
検
査

陸
上
自
衛
隊
出
雲
駐
屯
地

◇
技
能　

全
国
主
要
都
市

▽
試
験
種
目

◇
一
般　

筆
記
試
験
（
国
語
、
数

学
、
地
理
歴
史
・
公
民
、
作

文
）、
口
述
試
験
、
適
性
検
査
、

身
体
検
査

◇
技
能　

筆
記
試
験
（
小
論
文
）、

口
述
試
験
、
適
正
検
査
、
身
体

検
査

一
般
幹
部
候
補
生
（
男
女
）

▽
受
付
期
間

３
月
１
日
㈬
～
４
月
14
日
㈮

▽
応
募
資
格　

日
本
国
籍
を
有

し
、
令
和
６
年
４
月
１
日
時
点

で
22
歳
以
上
26
歳
未
満
の
人

※　

20
歳
以
上
22
歳
未
満
の
人
は

大
卒
（
見
込
含
む
）、
修
士
課
程

修
了
者
な
ど
（
見
込
含
む
）
は
28

歳
未
満
の
人

◇
１
次
試
験

▽
試
験
期
日

４
月
22
日
㈯
・
23
日
㈰
（
飛
行

要
員
希
望
者
の
み
）

▽
試
験
会
場　

受
付
時
に
通
知

▽
試
験
種
目　

筆
記
試
験

一
般
曹
候
補
生
（
男
女
）

▽
受
付
期
間

３
月
１
日
㈬
～
５
月
９
日
㈫

▽
応
募
資
格　

日
本
国
籍
を
有

し
、
採
用
予
定
月
の
１
日
時
点

で
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
人

◇
１
次
試
験

▽
試
験
期
日　

５
月
19
日
㈮
～
28

日
㈰
の
う
ち
指
定
す
る
１
日

▽
試
験
会
場　

受
付
時
に
通
知

▽
試
験
種
目　

筆
記
試
験
・
適
正
検
査

技
術
海
上
幹
部
・
技
術
航
空
幹
部

（
男
女
）

▽
受
付
期
間

３
月
１
日
㈬
～
５
月
19
日
㈮

▽
応
募
資
格　

日
本
国
籍
を
有

し
、
学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学

（
短
期
大
学
を
除
く
）
に
お
い

て
次
の
部
門
を
専
攻
し
、
令
和

５
年
４
月
１
日
時
点
で
大
学
卒

業
後
の
必
要
な
経
過
年
数
を
有

す
る
人

※　

経
過
年
数
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

部
門
（
昨
年
度
実
績
／
参
考
）

・
海
上
自
衛
隊　

情
報
通
信
、
語

学
、
技
術
情
報
分
析
、
人
口
知

能
、
心
理
、
薬
剤
、
施
設

・
航
空
自
衛
隊　

宇
宙
、
宇
宙

（
情
報
）、
気
象
、
情
報
通
信
、

衛
生
（
看
護
）、
技
術

▽
試
験
期
日　

６
月
19
日
㈪

▽
試
験
会
場　

受
付
時
に
通
知

▽
試
験
種
目　

筆
記
試
験
、
口
述

試
験
、
身
体
検
査

技
術
海
曹
・
技
術
空
曹
（
男
女
）

▽
受
付
期
間

３
月
１
日
㈬
～
５
月
19
日
㈮

▽
応
募
資
格　

日
本
国
籍
を
有

し
、
令
和
５
年
４
月
１
日
時
点

で
20
歳
以
上
、
令
和
５
年
７
月

１
日
ま
で
に
資
格
・
免
許
な
ど

（
気
象
予
報
士
・
第
２
種
電
気

主
任
技
術
者
・
第
３
種
電
気
主

任
技
術
者
ほ
か
）
を
有
す
る
人

※　

資
格
・
免
許
な
ど
は
昨
年
度

実
績
（
参
考
）

▽
試
験
期
日　

６
月
16
日
㈮

▽
試
験
会
場　

受
付
時
に
通
知

▽
試
験
種
目　

筆
記
試
験
、
口
述

試
験
、
身
体
検
査
、
実
技
試
験

（
一
部
の
資
格
）

※　

試
験
期
日
・
会
場
は
、
変
更

ま
た
は
中
止
さ
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

問
自
衛
隊
島
根
地
方
協
力
本
部

（
☎
０
８
５
２
‐
21
‐
０
０
１
５
）

三
瓶
木
工
館

自
衛
官
ほ
か

　介護保険課の職員が、ＡＴＭへ行くよう案内することはあり
ません。不審な場合は、介護保険課へお問い合わせください。

問介護保険課（☎0854 ‐ 83 ‐ 8063）

介護保険料の還付金詐欺に注意！

おおだ春の彼岸市

ATMに行って！は 詐
さ

欺
ぎ

交通規制区域　大田市駅前～本町四ツ角まで
規 制 時 間　21日／₈時～19時　22日／₉時～18時
歩 行 者 天 国　21日／10時～18時　22日／10時～17時

問大田商工会議所（☎0854 ‐ 82 ‐ 0765）

当日は混雑することが見込まれます。
感染対策（マスク着用・体調管理・手指消毒
など）のご協力をお願いします。

₃ 21月
㈷
日㈫

22  
日㈬
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新型コロナウイルスワクチン接種

3月31日まで

問新型コロナウイルスワクチン接種対策室（☎0854 ‐ 83 ‐ 8203）

　新型コロナウイルスワクチン接種の実施期間は、令和
５年３月31日までです。
　接種を希望する場合は、早めに予約をしてください。
　４月以降のワクチン接種の実施見通しについては、現
在、国で検討されています。

　新型コロナウイルスに感染した人も、ワクチンを接種することができます。
　感染後、体調が回復して接種を希望する場合は、その治療内容や感染からの期間に
かかわらず、前回接種から規定の間隔が経過していれば、接種することができます。

オミクロン株対応ワクチン接種 小児（₅～11歳） 乳幼児（₆か月～₄歳）

３～５回目接種
初回（１・２回目）接種

追加（３回目）接種
初回接種（３回）

対 象 者
初回接種（１・２回目接種）を完了した
12歳以上

５歳～11歳 生後６か月～４歳

ワクチン
ファイザー社製
モデルナ社製

ファイザー社製
５歳～11歳用ワクチン

ファイザー社製
生後６か月～４歳用ワクチン

接種回数
１回
※　現時点では１回の接種で終了です。

初回接種　２回
追加接種　１回

３回で１セット

接種間隔 最終接種から３か月以上

２回目接種
　１回目接種から３週間
３回目接種
　２回目接種後、５か月以上

２回目接種
　１回目接種から通常３週間
３回目接種
　２回目接種後、８週間以上

接 種 券
３～５回目接種の接種券が届いている人
で、まだ接種を受けていない場合は、そ
の接種券で接種が可能

初回接種　送付済み
追加接種
２回目接種から５か月を経
過する時期に接種券を発送

送付済み

感染した場合の
ワクチン接種

　

４
月
１
日
か
ら
１
１
０
番
映
像
通

報
シ
ス
テ
ム
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事故などの現場

撮影 依頼

送信

通報者 110番担当者

110

　１月19日に第168回芥川賞・直
木賞（主催／日本文学振興会）の
選考会が開催され、千

ち

早
はや

茜さんの
「しろがねの葉」が直木賞を受賞
しました。
　戦国時代末期からの石見銀山が
舞台となり、天才山師に拾われた
少女の一生が描かれた作品です。

訪れた石見銀山を舞台に

『しろがねの葉』



数量限定・当日ボランティア募集・中止の場合あり

子ども　無料
大　人　①③300円　②100円

①おおだ子ども食堂
　おおだふれあい会館

25日㈯　17：00～19：00
☎090 ‐ 4897 ‐ 4308

②みんなの食堂
　祖式ジム（はし持参）

18日㈯　11：00～13：30
☎090 ‐ 1188 ‐ 9088

③多世代交流食堂みーる堂
ゆきみーる（若者も無料）

18日㈯　17：00～19：00
☎0854 ‐ 83 ‐ 7373

子ども食堂３月の予定

広報おおだ　Ｒ5（2023）２.16 18

波根・朝山・富山 ₂日 16日

久手（鳥越含） ₈ 27

鳥井・長久（新諸友含） 10 24

静間・五十猛・大屋 ₇ 20

大代・祖式・水上・大森 13 29

川合・久利 ₉ 23

大田（橋北） １ 14

大田（橋南） ₃ 17

三瓶・山口（大田野城含）15 30

温泉津 ₉ 23

湯里・井田 ₂ 16

福波 15 28

仁万 ₇ 22

天河内・馬路 10 24

宅野・大国 ₃ 17

▼燃やせるごみ
大田可燃物中間処理施設（静間町）
▼不燃ごみ
大田市不燃物処分場（仁摩町宅野）
▼プラスチック製容器包装
大田容器包装リサイクルセンター
（静間町／一般家庭のみ）
▼資源物Ａ・Ｂ・Ｃグループ
大田リサイクルセンター
（大田町野城／休日・一般家庭のみ）
　

【平日】
一般家庭　９時～16時
事 業 所　（燃やせるごみ・不燃ごみ）
　　　　　９時～15時

【休日】　５日・19日　
一般家庭　８時30分～11時30分
　
※　大田容器包装リサイクルセン
ターの休日受付は、大田可燃物中間
処理施設でおこないます。

ごみの持ち込み

３月不燃ごみの収集日

〈広告〉

　マイナンバーカードの交付について、次のとおり、休日窓口の開設と平日
の窓口延長をおこないます。
　市役所の閉庁時間内にマイナンバーカードの申請や受け取りが難しいかた
は、ぜひ、ご利用ください。なお、混雑緩和のため、予約制とします。

　三瓶の春の風物詩となりました「三瓶山西の原火入れ」を次のとおり実施
します。
　なお、今回は消火ボランティアの募集をおこないません。また、新型コロ
ナウイルス感染症の感染拡大状況により、中止する場合があります。

※　着火は９時30分頃の予定です。
※　悪天候の場合は、22日㈬に順延します。その後の順延はありません。

　火入れ実施日に、三瓶登山を予定され
ている場合は、西の原登山道の通行を控
えていただきますようお願いします。

問農林水産課（☎0854 ‐ 83 ‐ 8086）

西の原登山ルートは
控えてください

₃月20日㈪　₉時20分～16時（予定）

▽申請・交付場所　市役所本庁　市民課
※　支所ではおこないません。
※　現住所が温泉津町と仁摩町の人は、各支所でカードを保管しています
ので５日前までにご連絡ください。

▽取扱事務　マイナンバーカードの申請・交付事務のみ
※　住民票など各種証明書の交付事務はおこないません。

▽申し込み　予約制
※　市民課へ事前に予約をしてください。予約状況などによっては、希望
の日時に受け取りができない場合があります。

申・問市民課（☎0854 ‐ 83 ‐ 8067）

三瓶山西の原火入れ

休日窓口（日曜日）
８：30～17：00

平日窓口延長（月曜日）
17：15～19：30

３月 12日・26日 ６日・20日

４月 ２日・23日 10日・17日

５月 14日・28日 ８日・22日

マイナンバーカードの手続きに

休日と夜間に窓口を開設
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〈広告〉〈広告〉

３月の相談

　市役所本庁の収納管理室で市税・国民健康保険料・後
期高齢者医療保険料の納付や相談を受け付けます。
★夜間納付・相談窓口（17時15分～20時）
　₂月24日㈮、27日㈪、28日㈫
　₃月10日㈮、29日㈬、30日㈭、31日㈮
★休日納付・相談窓口（10時～14時）

₃月19日㈰
問収納管理室（☎0854 ‐ 83 ‐ 8026）

期限内に納付をお願いします

納期限および口座振替日 ₂月28日 ₃月31日

固 定 資 産 税 ₄期 ―

国 民 健 康 保 険 料 ₈期 ₉期

後期高齢者医療保険料 ₈期 ₉期

税・保険料

石見法律相談センター相談会（要予約）

10日㈮　10時～16時　 おおだふれあい会館
申・問石見法律相談センター（☎0855 ‐ 22 ‐ 4514）
相談（40分以内）は原則無料。３回目の継続相談から有料。

生活相談

ふ く し
よ ろ ず
相 談

月～金
₉時～17時
専用電話
0854 ‐ 84 ‐ 7577

暮らしの困りごと、悩み
ごとに関する総合的なサ
ポート

（電話・来所・訪問）

司法書士
相　　 談

14日㈫
10時～12時
要予約・無料

市社会福祉協議会本所

法律相談
（弁護士による
パソコン面談）

₃ 日・10日・17日・24
日・31日（いずれも金）
10時～15時40分
要予約・原則無料。
₃回目の継続相
談から有料。

市社会福祉協議会本所

申・問市社会福祉協議会本所（☎0854 ‐ 82 ‐ 0091）

こころの健康相談（要予約）

13日㈪　13時30分～15時30分 県央保健所
申・問県央保健所健康増進課（☎0854 ‐ 84 ‐ 9823）

移動ナースバンク

22日㈬　13時～16時 ハローワーク石見大田

問島根県ナースセンター（☎0852 ‐ 27 ‐ 8510）

福祉のお仕事相談会

22日㈬　13時30分～15時30分 ハローワーク石見大田

問島根県福祉人材センター石見分室（☎0855 ‐ 24 ‐ 9340）

若者就労相談

10日㈮　10時～12時 ハローワーク石見大田

問サポートステーション出雲（☎0853 ‐ 31 ‐ 6663）

はぴこ交流サロン（無料の結婚相談会）

10日㈮　19時～21時 大田商工会議所

問大田はぴこ会事務局（☎080 ‐ 2940 ‐ 7266）
電話受付：平日10時～18時、第₂金曜日10時～21時

年金相談（要予約）

₇日㈫　10時～15時 市役所４階小講堂

23日㈭　10時～15時 市役所４階大講堂
申出雲年金事務所お客様相談室（☎0853 ‐ 24 ‐ 0045）
問市民課（保険年金係）（☎0854 ‐ 83 ‐ 8154）

交通事故相談

₇日㈫　₉時～15時 市役所２階第２会議室

問危機管理課（☎0854 ‐ 83 ‐ 8009）
相談日以外の相談は島根県交通事故相談所（松江市）

（☎0852 ‐ 22 ‐ 5102）

行政相談

₃日㈮　₉時～12時 仁万まちづくりセンター

問人権推進課（☎0854 ‐ 83 ‐ 8038）
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　昭和24年１月26日、現存する世界最古の木造建造物で
ある法隆寺（奈良県）の金堂が炎上し、壁画が焼損しま
した。この火災による歴史的文化財の損失は、国内外に
大きな衝撃を与えました。
　この事件をきっかけに文化財保護の世論が高まり、昭
和25年に文化財の指定や登録・保護を統括的に定めた文
化財保護法を制定。文化財保護行政の確立と文化財保護
の一層の強化徹底を図るため、普及啓発事業がおこなわ
れるようになりました。その一環として、法隆寺金堂を
焼失した日であることや１月と２月が１年のうちで最も
火災が発生しやすい時期であることから、昭和30年に当

　みんなが一年、幸せに暮らせるように病気や悪いことを追い
払い、福を招こうと鳥井保育園では２月２日に豆まき会をしま
した。
　年長・年中児は自分で作った鬼の面を紹介したほか、自分の
心の中にいる「ふざけ鬼」や「わがまま鬼」、「泣き虫鬼」を追
い出したいと発表。そして、鬼の面をつけた年長児は先生にお
願いされ、「優しい鬼」となっ
て乳児の部屋を訪問しました。
鬼を見つけると泣き叫びながら
先生にしがみつく子も……。ま
た、遊戯室には赤鬼が登場し、
子どもたちは部屋を飛び出して
隠れたり、新聞紙で作った豆を
鬼に向かって投げたりしました。

　毎年１月26日は、「文化財防火デー」です。
　市では、毎年この時期に島根県と指定文化財の建造物などをパトロールし、消防設備の点検
や指導をおこなっています。
　１月22日、島根県指定文化財であり、日本遺産「石見の火山が伝える悠久の歴史～“縄文の森”
銀
しろがね

の山”と出逢える旅へ～」の構成文化財である川合町の物部神社において、本殿から出火
したという想定で大田消防署と市消防団川合分団と合同で消防訓練を実施しました。

時の文化財保護委員会（現在の文化庁）は１月26日を「文
化財防火デー」と定めました。
　文化財防火デーは、全国的な運動として毎年１月26日
を中心に都道府県・市町村教育委員会・消防署・地域住
民などが連携・協力。文化財を火災や地震などから守り、
保存していくことや市民が文化財の大切さに気付き、防
災知識や文化財愛護への意識を高めてもらうことを目的
に実施しています。

　貴重な文化財を後世に継承するためにも、文化財を火
災から守っていきましょう。

　２月３日、池田保育園
では鬼の形をした給食が
登場しました。子どもた
ちは、給食に使われてい
る大豆やしめじなどを見
つけながら口に運び、「お
いしい」と笑顔がこぼれ
ました。

鬼豆まめカレー
キャベツのサラダ
チーズ・みかん

冬日和の誓い
――文化財を守り、後世へ

お
い
し
い

も
！


